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ものづくりの夏
2022。

人力飛行機で空を飛ぼうとしたり、
自慢の車で競い合った、あの夏を振り返る。
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小
学
生
の
こ
ろ
に
遊
ん
だ
ゲ
ー
ム
を

き
っ
か
け
に
歴
史
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま

し
た
。
特
に
戦
国
時
代
が
好
き
で
、休
日

は
お
城
め
ぐ
り
を
し
た
り
、歴
史
的
建
造

物
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。現
在

は
山
本
英
貴
准
教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て

お
り
、江
戸
時
代
の
書
物
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
休
み
の
思
い
出
は
？

 

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
や
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
チ
ュ
ー
タ
ー（
帝
京

大
学
の
魅
力
を
高
校
生
や
学
内
外
に
P
R

す
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
）と
し
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
準
備
な
ど
で
慌
た
だ
し
く

し
て
い
ま
し
た
。友
人
と
山
梨
へ
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
行
っ
た
こ
と
も
よ
い
思
い
出
で

す
。

「
も
の
づ
く
り
」を
す
る
こ
と
は
？

　
写
真
を
撮
る
こ
と
が
好
き
で
す
。父
が

カ
メ
ラ
マ
ン
で
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
写
真

の
知
識
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
2
年
前
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
と
思
い
、

自
分
で
カ
メ
ラ
を
購
入
し
ま
し
た
。い
ま

で
は
旅
行
に
行
く
と
き
は
必
ず
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
、景
色
や

友
人
の
姿
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

史
学
科
に
進
学
し
た
き
っ
か
け
は
？

今
回
変
身
し
た
の
は

目黒区の住宅街にあるハウススタジオ。日本の女性建築家のパ
イオニア・林雅子氏が設計した、和と洋がミックスされたモダ
ンな一軒家。2階は趣のある和の空間で、障子を開けると、四季
折々の表情が楽しめる緑豊かな庭が広がっている。

文
学
部
史
学
科
　
3
年

東
野
高
等
学
校
（
埼
玉
県
）
出
身

藤
本
山や

ま

音ね

さ
ん

表紙は

私です
!
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キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
素
敵
な
瞬
間
を
、学
生

自
身
に
写
真
に
お
さ
め
て
も
ら
う
試
み
が
、

八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

企画に参加してくれる学生を公募した
際の学内掲示ポスター。ポスターを見
てカメラをゲットしにきた学生も多数。

写
ル
ン
で
す
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
撮
影
し
よ
う
。

　イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ『
写
ル
ン
で
す
』

で
、
学
生
た
ち
自
身
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
撮
影
し
て
も
ら
う

「
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
撮
影

し
よ
う
。」と
い
う
企
画
が
、
八
王
子
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
。

　本
企
画
は
、
学
生
が
生
き
る
力
を
育
む

た
め
に
帝
京
大
学
が
取
り
組
ん
で
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
を
〝
見
え
る
化
〟
し
な
が

ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
通
じ
て
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら
う「
キ
ャ
ン

パ
ス 

f
o
r
ラ
イ
フ

—

生
き
る
力
を
育

て
て
く
。

—

」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

地
続
き
に
あ
る
も
の
。
本
企
画
に
よ
っ
て

学
生
の
視
点
で
日
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

あ
な
た
が「
素
敵
！
」と
思
っ
た

瞬
間
こ
そ
、大
学
の
イ
イ
ト
コ
ロ
。

photo:Mina Soma Flair 04

参加の意気込みは？

八王子キャンパスの
ソラティオスクエア
1Fのエントランス
ホールにてカメラ配
布が行われた。

僕
た
ち
の
日
常
が「
エ
モ
い
」っ
て
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
！

3
年
間
通
っ
て
い
る
の
に

知
ら
な
い
こ
と
を
、こ
の
機
会
に

探
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

普
段
も
使
う
『
写
ル
ン
で
す
』で
、

今
回
は
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
撮
り
た
い
で
す
。

フ
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的

に
含
ん
で
い
る
。

　2
0
2
2
年
10
月
5
日
、
6
日
の
2

日
間
で
行
わ
れ
た
カ
メ
ラ
配
布
の
会
場
で

は
、
興
味
津
々
な
学
生
た
ち
の
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
。「
最
初
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か

し
い
な
と
思
っ
て
配
布
場
所
の
前
を
ス

ル
ー
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
…
、
コ
ロ

ナ
禍
で
日
常
生
活
に
制
限
が
か
か
る
な
か
、

講
義
を
受
け
て
課
題
を
提
出
し
て
帰
る
ば

か
り
に
な
っ
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
何
か

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

戻
っ
て
き
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
学

生
も
い
た
。

　カ
メ
ラ
は
同
月
中
に
回
収
さ
れ
、
今
後

は
学
生
の
撮
影
し
た
写
真
の
一
部
が
帝
京

大
学
の
広
告
に
活
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
。
素
敵
な
写
真
が
活
用
さ
れ
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
こ
う
。
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TEIKYO

SC         P!参加してみて、どうだった？

球
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

活
動
を
広
げ
た
い
と
い
う
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
理
念
に
賛
同
し
、
施
設
命
名
権
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
を
結
ん
で
い
る
帝
京
大
学
。
さ
ま

ざ
ま
な
連
携
を
行
う
な
か
、
学
生
が
地
域
振
興

や
地
域
活
性
化
を
学
ぶ
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
２
０
２
２
年
夏
に「
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
実
施
さ
れ
た
。
９
名
の

学
生
が
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
参
加
。「
就
業

体
験
型
コ
ー
ス
」
で
は
営
業
同
行
や
試
合
運
営

な
ど
球
団
運
営
に
関
わ
る
業
務
を
体
験
。「
Ｐ

Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決
）型
コ
ー
ス
」で
は
、
観
客
を

増
や
す
た
め
の
施
策
な
ど
球
団
が
抱
え
る
課
題

を
調
査
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

社
会
で
の
実
務
経
験
を
通
し
て
新
し
い
視
点
や

知
識
を
得
て
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

野

西武ライオンズ
インターンシップが実施されました。
施設命名権スポンサー契約を締結し、関係の深い帝京大学と西武ライオンズ。

社会の発展に貢献できる人材育成のためインターンシップを実施し、9名の学生が参加しました。

ベルーナドームエリアの隣には、「帝京」の名

を掲げた「テイキョウキッズフィールド」と

いう屋外こども広場が広がっている。

インターンシップでお世話になった西武ライオンズ

社員の方々とともに記念撮影。

Q1.

Q2.

Q3.

Q&A なぜ西武ライオンズのインターンシップに参加しましたか？
インターンシップでどんな体験ができましたか？
どんなことを学び、得られたと思いますか？

就業体験型コース

「野球の魅力を伝える仕事に興味

があり、野球振興の取り組みを学ぶため

です」（河村）、「教員をめざすなかで、さ

まざまな職業を体験して視野を広げたい

と思いました」（上中）、「野球人口を増や

すために球団職員になることが夢だから

です」（儘田）

A1.

「法人への営業に同行し、多くの

人に野球が支えられていることを実感。

部署によって仕事に対する視点が違うこ

とも勉強になりました」（河村）、「来場者

を増やすためのイベントの企画を考える

座学もあり、考え方の幅が広がりまし

た」（儘田）

A2.

「いろいろな人と話すことで考え

が深まり、価値観が広がりました。人と

の関わりが大事と感じました」（上中）、

「実際に現場で働いてみると、講義で学

んだこととは異なり思い通りにならない

ことも。多様な視点や考え方が必要だと

経験できました」（河村）

A3.

河村 優輝さん 経済学部経済学科 1年
大成高等学校（東京都）出身

上中 朱音さん 教育学部初等教育学科 2年
相模原高等学校（神奈川県）出身

儘田 健太さん 経済学部経営学科 1年
川口高等学校（埼玉県）出身

PBL（課題解決）型コース

「スポーツ経営コースに在籍して

おり、スポーツに関わる仕事に興味が

あったからです」（荒井）、「ライオンズ

ファンかつ、大学では観光経営学科で学

んでいます。イベント運営の裏側を知っ

て、集客のための施策を考えてみたいと

思いました」（渋谷）

A1.

「大学生が友人を誘って行きたく

なるイベントの立案、ファーム興行の集

客のための施策、球場アルバイトの応募

を増やす施策という課題について調査

し、プレゼンしました」（渋谷）、「提案内

容を考えて10分にまとめる難しさを実

感しました」（川﨑）

A2.

「これまで大人数の前で発表する

機会がなかったので、社会で働くイメー

ジが湧きました。スポーツ関係の仕事

に就きたいのでいい経験になりました」

（川﨑）、「普段は観客側なので、運営に

は多くの人が関わっていることを実感し

ました」（荒井）

A3.

荒井 陽翔さん 経済学部経営学科 3年
紅葉川高等学校（東京都）出身

渋谷 雅希さん 経済学部観光経営学科 3年
座間総合高等学校（神奈川県）出身

川﨑 幸大さん 文学部史学科 3年
安田学園高等学校（東京都）出身

PBL（課題解決）型コース

「高校時代からライオンズファ

ン。愛着のある企業でインターンシップ

を経験したかったからです」（久松）、「ベ

ルーナドーム観戦で見た広告がきっかけ

で、帝京大学への進学を決めたんです。

私のためにあるようなプログラムだと感

じて応募しました」（石坂）

A1.

「大学生世代における野球の関心

度の調査、子連れファミリー向けの施

策、イニング間を盛り上げるイベント企

画についてそれぞれ調査し、発表しまし

た」（古谷）、「さまざまな意見をまとめて

結論に導くのが大変でしたが勉強になり

ました」（石坂）

A2.

「考えた企画を論評してもらう機

会はインターンシップならでは。自分の

案を高評価いただけたことがうれしかっ

たです」（久松）、「大人数の前で発表する

のは初めてでした。意見をもらうことで

考えも深まり、自分の糧になりました」

（古谷）

A3.

久松 大騎さん 文学部史学科 3年
山村学園高等学校（埼玉県）出身

石坂 真柚さん 帝京大学短期大学
現代ビジネス学科 1年

昭和第一学園高等学校（東京都）出身

古谷 拓夢さん 文学部社会学科 3年
立花学園高等学校（神奈川県）出身

photo：Mizuho takamura   text:Rie Ochi
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
海
外
と
の
渡
航
が

制
限
さ
れ
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
留
学
や
海
外
研
修
が
、
各
国
の
入
国
規

制
緩
和
に
よ
り
本
格
的
に
再
開
し
た
。

　
帝
京
大
学
で
も
海
外
と
の
交
流
が
再
開

し
、板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
医
療
技
術
学
部
臨

床
検
査
学
科
で
は
、
本
学
と
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
て
い
る
タ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
大

学
へ
学
生
が
訪
問
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
・
ダ
ラ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
学
生
の
受
け

入
れ
が
3
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
な
ど
、コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
や
円
安
な
ど
、
い
ま
だ
不
安

の
残
る
世
界
情
勢
。
気
軽
に
ふ
ら
っ
と

海
外
へ
行
く
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か

か
り
そ
う
。
そ
れ
で
も
本
学
に
は
、
学

国
際
的
な
環
境
を
最
大
限
に

生
か
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

内
で
国
際
的
な
活
動
が
で
き
る
環
境
も

あ
る
。
例
え
ば
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス

に
あ
る「O

U
C

H
I C

O
M

M
O

N
S

」
で
は

海
外
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
学
内
異

文
化
交
流
の
場
と
し
て「
日
本
語
ラ
ウ
ン

ジ
」や「E

nglish C
afé

」な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
。
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム「V

irtual 

E
xchange P

rogram

」を
実
施
。
日
米

の
医
療
制
度
の
違
い
に
つ
い
て
の
講
義
や
、

V
irtual R

eality

（
V
R
）を
使
用
し
た
体

験
型
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
米
国
の
学
生

と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
協
働
し
て
価
値
観
の

違
い
や
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
国
外
で
も
国
内
で
も
、
帝

京
大
学
で
は
国
際
的
な
活
動
が
で
き
る
。

実
際
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
声
を
聴
い

て
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
！

大学生活をより楽しくする出会いの場所

ヌルシャヒラ
ビンティ ムハマド
アスリさん
経済学部
経済学科 3年

友だちと学びながら遊べる場所です！

奥野 加奈さん
経済学部
国際経済学科 3年

長く途絶えていた海外との交流が再開。
コロナ禍でさまざまな交流方法が生まれ、

いまやオンラインと対面のハイブリッドの時代。
国内と国外でどんな交流ができるか見てみよう。

どこにいたって
グローバル！

 帝
京グ ローバ ル 宣 言 。PHASE 3

・国内 海外

O
U
C
H
I 

C
O
M
M
O
N
S

留学生受け入れ再開で活性化する交流の場

国際交流アシスタントとしてさまざまな交流イベントの企

画・運営に携わる奥野さん。「コロナ禍で海外に行きたくて

も行けない状況の中、OUCHI COMMONSとの出会いに

よって、国際交流に対する考え方や価値観が180度変わり

ました。ここに来れば、国内にいても気軽に国際交流ができ

るし、語学の勉強だって楽しくできる！いまでは日本人の

友だちよりも留学生の友だちの方が多いです」と話した。 

「とにかく楽しい場所です。講義では日本人・留学生問わず

気軽に話せる機会が少ないですが、ここに来れば誰かが必

ずそこにいて困ったことも相談できるし、交流イベントも

たくさんあるからすぐに友だちができます。友だちが欲し

い人はぜひ来てほしいです」と話すマレーシア出身のヌル

シャヒラさん。OUCHI COMMONSは、日本人の友だちも

留学生の友だちもできる出会いの場所！
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英
語
の
本
場
で
楽
し
く
自
分
の
ス
キ
ル
を
鍛
え
る

タ
イ
・マ
ヒ
ド
ン
大
学
と
の
学
生
交
流

海外の楽しさと現地で学ぶ重要性を実感

英語漬けの4日間は
自分に自信をくれた

日常生活で英語を使う機会がほとんどなく、行く

前は英語力に不安があったと話す3人。「行ってみ

たら意外とどうにかなりました。講義で使う専門

用語は共通だったので、話の内容は英語でも理解

できました。一歩踏み出してみることで自信がつ

きました。マヒドン大学の学生はハングリー精神

旺盛でびっくり。英語もペラペラで、自分が日頃

受け身であったことを思い知らされました」。

神山 詠里さん
医療技術学部 臨床検査学科 3年

佐藤 舞雪さん
医療技術学部 臨床検査学科 3年

篠田 菜摘さん
医療技術学部 臨床検査学科 3年

ダラム大学の学生をはじめ、語学学校で出会った

同い年くらいの学生が“大人”で刺激を受けたと話

す田村さん。「振る舞いが落ち着いていて、自分に

責任をもっていると感じました。半年間、彼らと

過ごすうちに、以前は思ったことが口からすぐ出

てしまっていたけれど、物事を一歩引いて冷静に

考えてから話すようになりました」と自身の成長

を実感している。

所属するゼミの教員からも
変わった、と驚かれました

田村 銀士朗さん
医療技術学部 スポーツ医療学科
健康スポーツコース 3年

Virtual Exchange Program (VEP)
日
米
の
医
療
に
お
け
る
違
い
を
学
ぶ

福岡からアメリカへ
VRで異文化交流

東 冴惟子さん
福岡医療技術学部 看護学科 2年

米国の医療の専門家からVRを用いて講義を受け

るなど普段とは違う体験にわくわくしたと話す東

さん。日米合同のプレゼンテーションでは「米国

の学生とペアになって、オンラインで話し合いな

がら準備を進めるのですが、「当たり前」が違うか

らそれに気を使いながら交流するのは、まさに異

文化交流。国内にいながら異文化理解ができまし

た」と振り返った。

VRゴーグルの中では
こんな映像が見えています！
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学
内
清
掃
を
中
心
と
し
た
環
境
美
化

活
動
や
視
覚
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の

ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

「
B
e
a
n
s
（
ビ
ー
ン
ズ
）」。週
一
回

の
放
課
後
の
活
動
で
は
、学
内
清
掃
と
併
せ

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、メ
ン
バ
ー

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。活
動
時
間

を
終
え
て
も
会
話
が
盛
り
上
が
り
、つ
い
つ

い
長
居
し
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。

 

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
学
年
の
違
う

人
同
士
を
ペ
ア
に
す
る
な
ど
、い
ろ
ん
な

人
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。後
輩
か
ら
も『
学
年
の
壁
が
な
く
て

居
心
地
が
い
い
！
』と
言
っ
て
も
ら
え
ま

す
ね
」
と
話
す
の
は
、会
長
を
務
め
る
細

井
恵
悟
さ
ん
。和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
一
人
で
も
参
加
し
や
す
い
の
が

「
B
e
a
n
s
」の
魅
力
な
の
だ
と
い
う
。

　
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で

新
た
な
発
見
も
多
い
の
だ
と
か
。「
以
前
か

ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を『
す
る
側
』、『
さ
れ

る
側
』と
い
う
表
現
に
違
和
感
が
あ
り
ま

し
た
。視
覚
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
ヘ
ル

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、

友
だ
ち
の
よ
う
な
感
覚
で
接
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る
と
き
実
は

自
分
も
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
ん
で
す
。〝
お
互
い
様
〞な
ん
だ
な
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
て
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

 

「
B
e
a
n
s
」は
大
学
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。八
王
子

市
の
南
大
沢
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
係

が
主
導
す
る
南
大
沢
大
学
連
合
地
域
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、駅
前
で
の
高
齢
者
へ
の

特
殊
詐
欺
防
止
の
啓
蒙
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
防
犯
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、２
０
２
２
年
７
月
に
は
南
大
沢
警

察
署
か
ら
南
大
沢
警
察
署
長
・
南
大
沢
防

犯
協
会
会
長
連
盟
賞（
地
域
安
全
運
動
功

労
）を
受
賞
し
た
。「
自
分
自
身
は
多
摩
地

区
に
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

『
B
e
a
n
s
』の
活
動
で
地
域
の
方
々

と
交
流
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、こ
の
地
域
に

も
っ
と
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。今
後
も
、新
し
い
こ

と
に
も
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

学
外
の
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」。

学
年
の
垣
根
を
越
え
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
。

帝京大学ボランティアサークルB
ビーンズ

eans
club

place

data

50名程度で活動中。活動日時は火曜18時30分から19時30分。

学内清掃を中心に環境美化活動に取り組む。地域のイベントなどさま

ざまなボランティア活動にも参加している。

八王子キャンパス

ぼくらの クラブ活動。
10photo: Kenji Nakata  text: Satoko Kanai
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学
内
清
掃
を
中
心
と
し
た
環
境
美
化

活
動
や
視
覚
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の

ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む

「
B
e
a
n
s
（
ビ
ー
ン
ズ
）」。週
一
回

の
放
課
後
の
活
動
で
は
、学
内
清
掃
と
併
せ

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、メ
ン
バ
ー

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。活
動
時
間

を
終
え
て
も
会
話
が
盛
り
上
が
り
、つ
い
つ

い
長
居
し
て
し
ま
う
の
だ
と
か
。

 

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
学
年
の
違
う

人
同
士
を
ペ
ア
に
す
る
な
ど
、い
ろ
ん
な

人
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。後
輩
か
ら
も『
学
年
の
壁
が
な
く
て

居
心
地
が
い
い
！
』と
言
っ
て
も
ら
え
ま

す
ね
」
と
話
す
の
は
、会
長
を
務
め
る
細

井
恵
悟
さ
ん
。和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
一
人
で
も
参
加
し
や
す
い
の
が

「
B
e
a
n
s
」の
魅
力
な
の
だ
と
い
う
。

　
日
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で

新
た
な
発
見
も
多
い
の
だ
と
か
。「
以
前
か

ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を『
す
る
側
』、『
さ
れ

る
側
』と
い
う
表
現
に
違
和
感
が
あ
り
ま

し
た
。視
覚
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
ヘ
ル

プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、

友
だ
ち
の
よ
う
な
感
覚
で
接
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る
と
き
実
は

自
分
も
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
ん
で
す
。〝
お
互
い
様
〞な
ん
だ
な
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
し
て
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

 

「
B
e
a
n
s
」は
大
学
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。八
王
子

市
の
南
大
沢
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
係

が
主
導
す
る
南
大
沢
大
学
連
合
地
域
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
毎
年
参
加
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、駅
前
で
の
高
齢
者
へ
の

特
殊
詐
欺
防
止
の
啓
蒙
活
動
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
防
犯
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、２
０
２
２
年
７
月
に
は
南
大
沢
警

察
署
か
ら
南
大
沢
警
察
署
長
・
南
大
沢
防

犯
協
会
会
長
連
盟
賞（
地
域
安
全
運
動
功

労
）を
受
賞
し
た
。「
自
分
自
身
は
多
摩
地

区
に
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

『
B
e
a
n
s
』の
活
動
で
地
域
の
方
々

と
交
流
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、こ
の
地
域
に

も
っ
と
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。今
後
も
、新
し
い
こ

と
に
も
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

学
外
の
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」。
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SDGsをテーマに「主体性」と「共感力」を育む

持続可能な社会を
創造するための

多様なアプローチを学ぶ
西向堅香子ゼミをたずねました。

し
ま
う
と
環
境
負
荷
が
か
か
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
か
ら
、
庭
に
捨
て
る
よ
う
に

な
っ
た
り
と
、
ゼ
ミ
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
も

非
常
に
多
い
で
す
。

L
G
B
T
Q
の
研
究
の
と
き
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
際
、
意
外
と
身
近

に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
。
そ
れ
か
ら
、

「
女
の
子
だ
か
ら
」
と
言
わ
な
い
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
前
提

で
発
信
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

 

ゼ
ミ
で
活
動
を
し
て
い
く
な
か
で

外
国
人
が
も
っ
と
働
き
や
す
い
社
会
に
す

る
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
外
国
人
労
働
者

は
ビ
ザ
取
得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

る
の
で
、
何
か
手
助
け
が
で
き
れ
ば
。

 

こ
う
し
た「
想
像
力
」や「
共
感
力
」

と
い
う
の
は
、
国
際
協
力
に
お
い
て
非
常

に
大
事
な
こ
と
。
た
だ
情
で
動
く
の
で
は

な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
し
っ
か
り
固
め
た

う
え
で
自
分
た
ち
の
行
動
に
つ
な
げ
た
り
、

よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
価
値
観

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
導
い
た
り
と
、
頼
も
し

く
成
長
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
社
会
や
文
化
的
背
景
や
相
手
の
立
場

や
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

の
立
場
か
ら
多
様
な
見
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ゼミ活動を通して、
相手の立場を考えて
言葉や行動に

気をつけるように
なりました。

よりよい
社会づくりのために

それぞれができることを
導いてもらえたら。

 

貧
困
や
環
境
、
人
権
問
題
と
い
う

地
球
規
模
の
課
題
は
、
も
は
や
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
も
身
近
な
問

題
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
地

球
市
民
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ゼ
ミ
に
し
て
い
ま
す
。

文
献
調
査
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
、
よ
り
よ
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
導

い
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

自
然
や
人
権
問
題
な
ど
幅
広
く
興

味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
テ
ー
マ
は
ぴ
っ
た
り
。
テ
ー
マ
は
自
由

に
決
め
ら
れ
る
の
で
、
3
年
生
の
こ
ろ
は

谷
村
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
L
G
B
T
Q
の

研
究
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
川
の

環
境
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

 

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
ま
れ
育
ち
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
行

き
来
し
て
い
る
な
か
で
貧
困
な
ど
社
会
問

題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
。
も
っ
と
社
会

問
題
に
対
し
て
自
分
が
貢
献
で
き
る
よ
う

な
人
間
に
な
る
た
め
に
、
国
際
協
力
に
お

け
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
途
上
国
の
支
援
と
し
て
古
着
な

ど
の
物
資
を
送
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
実
は
現
地
の
産
業
発
展
を
妨
げ

て
い
る
こ
と
も
。
善
意
で
や
っ
て
い
る
こ

と
が
根
本
的
な
支
援
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

 

社
会
問
題
と
い
う
と
す
ご
く
大
き

な
テ
ー
マ
に
感
じ
ま
す
が
、
意
外
と
身
近

な
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
。
日
置
さ
ん
の

研
究
で
お
米
の
と
ぎ
汁
を
流
し
に
捨
て
て

身
近
に
あ
る
社
会
問
題
に
対
し
て

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
導
く
。
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外国語学部 外国語学科 英語コース

vol. 10

西
に し

向
む こ

堅
み

香
か

子
こ

ゼミ

2016年に入職。専門分野はシエラレオネと
ガーナの教育開発。アフリカの社会に深い関
心を持ち、マスク（仮面）のコレクションもあ
る。

外国語学部 外国語学科

西向 堅香子 准教授

谷村仁香さん／外国語学部 外国語学科4年。
フィリピン人の母を持ち、アメリカへの留学
経験などから国際協力に興味を持つように。

日置亜美さん／外国語学部 外国語学科4年。
自然と触れ合う一人旅が趣味。ゼミでは
LGBTQと河川環境の保全について研究。
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よりよい
社会づくりのために

それぞれができることを
導いてもらえたら。

帝京大学スポーツ医科学センター 管理栄養士の

アスリートの栄養サポートを行っている管理栄養士が、料理が苦手な人でも簡単にできる
栄養バランス◎のレシピを紹介。おいしく健康なカラダづくりをしましょう！

八王子キャンパスラグビー部の栄養サポー
トと、学内の強化部選手が使用するアス
リート専用食堂の運営業務を行う。

堀内麻央助手
Teacher

2011年にスポーツ医科学に関する研究の
推進とアスリートのサポート体制強化の 
ために設置。各専門分野のスタッフが連携
しながらアスリートのサポートを行う。

スポーツ医科学センターって?

冬こそ発酵食品で
免疫力アップ！
発酵食品であるキムチは腸内環境を
整えながら、免疫細胞を活性化させ
てウイルスの侵入防止にも役立ちま
す。継続的に食べることで免疫力を
上げていきましょう。

貧血予防に加え、美容の味方である
コラーゲンの合成にも欠かせない鉄
分。牛肉は鉄分が多く、なかでも赤
身肉にはより豊富な鉄分が含まれる
と言われています。

「健康・美容・貧血
予防」には鉄分を！

ココがスゴイ！

コレ迷ったら を食へなさい

実際につくって食べてみた!
実食!

photo: Jun Nakagawa  cooking: Satoko Kanai

材料を入れて炊くだけというシンプ
ルな工程で、美味しいビビンバをつく
ることができました！洗い物が少な
く済むのもうれしいポイントです。調
味料などをプラスして好みの味付け
にしたり、レシピのアレンジにも挑
戦したいと思いました。 菅原海人さん(4年)

八王子キャンパス
ラグビー部 食事係長

つくってくれた人

アレンジも楽しめそう！

牛肉は食べやすい大きさにカットし、★と

いっしょに袋に入れてもみ込み10分おく

1

といだ米を炊飯器に入れ、水・塩を加えて

軽く混ぜたあと、焼肉のタレを回し入れる

2

②の上に、にら・もやし→キムチ→牛肉の

順に広げてのせ、炊飯器のスイッチをON

3

炊き上がったら全体を混ぜ合わせ、卵をの

せ、白ごま、のりをトッピングする

4

作り方

炊きあがりのむらを
防ぐため、焼肉のタ
レを入れた後は混ぜ
ずにそのまま！

ポイント

材料（2～3人分）

牛肉…200ｇ

★焼肉のタレ…大さじ2杯

★ごま油…大さじ1杯

にら…1/2束　もやし…1/2袋

キムチ…100g　米…2合

水…350ml　塩…少々

焼肉のタレ…大さじ3杯

卵…1食につき1個

白ごま、のり…適量

調理時間：約1 5分

R
ecip

e #05

炊き込み
ビビンバ

※炊飯時間をのぞく
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Accounting Report

《最近の主な設備投資事業》 1.八王子キャン
パス新校舎（2015年度高層棟竣工、2017年
度低層棟竣工） 2.医学部附属新宿クリニック
（2015年度竣工） 3.医学部附属溝口病院新
棟（2016年度竣工） 4.宇都宮キャンパス国際
学生寮（2017年度竣工） 5.八王子キャンパス
スポーツ医科学センター棟（2017年度竣工） 
6.先端総合研究機構棟（2020年度竣工）

　帝京大学は、強固な財務基盤を

背景として、積極的な設備投資と

安定的な学校運営を両立させて

います。 ＊学校法人帝京大学の財務

データより

　帝京大学は、教育・研究環境を高

品質に維持・向上させるために、事業

計画に基づいて各キャンパスの教育

研究設備投資を積極的に行ってい

ます。

充実した教育・研究
環境のための設備投資

1. 2021年度の財務情報

事業活動収入は、一般事業法人の売上

高に近いものです。下のグラフのとお

り、本学の事業活動収入は毎年安定的

に推移しています。なお、事業活動収入

の80%が学生生徒等納付金と付随事

業収入（医療収入等）です。

［事業活動収入］

2.

事業活動収入の推移

2019年度

120,000

140,000
（単位：百万円）

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
2020年度 2021年度

108,662
115,045111,213

一般事業法人の税引前当期純利益に近

いものです。教育研究設備投資に資金

を回すためには、この収支差額が安定

的に推移することが必要です。

［基本金組入前当年度収支差額］

基本金組入前当年度
収支差額の推移

2019年度

2019年度

2019年度

2020年度

2020年度

2020年度

2021年度

2021年度

2021年度

（単位：百万円）

(+) 6,517

(+) 11,417

(+) 13,178

積極的な設備投資等により、本学の資

産規模は毎年増加しています。

［総資産額］

総資産額の推移 （単位：百万円）

592,681

606,819

622,412

教育研究活動に必要な資産を保持し

ていくために、事業活動収入を財源と

して基本金を継続的に組み入れてい

ます。

［基本金組入額］

基本金組入額の推移 （単位：百万円）

5,584

2,153

24,042

下のグラフのとおり、本学の資産の大

半は純資産（基本金+繰越収支差額）

で支えられています。

［純資産構成比率（2021年度）］

 94.8%

純資産

総負債 5.2%

帝京スポーツサポーターの会  第1回定期総会を実施しました。

News

1 2

43

5 6

　2022年9月28日、帝京大学八王子キャンパス

小ホールにて、帝京スポーツサポーターの会第1

回定期総会を実施した。

　帝京スポーツサポーターの会は、スポーツ局と

連携し本学のスポーツに係る諸活動を支援しス

ポーツ振興を図ることを目的に今年度より発足し

た。本学でスポーツを「する」学生だけではなく、

本学のスポーツを「観る」「支える」ことに関心を

有し趣旨に賛同する本学の教職員や学生、卒業

生等が会員となり、活動内容に応じた4つのチー

ム（①パブリシティチーム ②イベントチーム ③メ

ディカル・ハイパフォーマンスチーム ④マーケティ

ングチーム）が設置されている。

　同会の実質的なキックオフとなる第1回定期総

会においては、役員の選任をはじめ、今年度の事

業計画や予算等が提案され、いずれも原案どお

りに議決された。4つのチームではそれぞれ①募

集活動や情報発信 ②子ども向けスポーツ教室

の実施や強化運動部のファン感謝イベント③運

動部活動の悩みアンケートや食事調査 ④チーム

オーダー受注ウェアの作成やスポンサー獲得等

の事業を計画している。

　また、本学の教員からなるアドバイザリーグ

ループを設置する会則改正も承認され、総会後の

役員会において10人のアドバイザーが選出され

た。会長に就任した共通教育センターの森吉弘

准教授は「学生が主体となり積極的に意見や質

問を行い帝京大学のスポーツを盛り上げていきま

しょう」と話した。

　同会の発足により、本学のスポーツは「する」学

生だけではなく、「観る」「支える」学生によっても

盛り上げられ、「スポーツサポーターの会」は学生

自身の成長を促す場にもなるだろう。
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　2022年8月29日、帝京大学板橋キャンパスにて、

第5回帝京大学研究交流シンポジウムを開催した。

オンデマンドでのパネルディスカッション、オンサイト

でのポスターセッションなどハイブリッド形式にて全

キャンパス合同の研究交流が行われた。

　開会の挨拶で冲永佳史学長・先端総合研究機構

長は、研究交流シンポジウムを通し参加者が刺激し

あい、より多くの共同研究が生み出すこと、さらに新

たな研究の取り組みを促進し社会に還元できる可能

性を持った大学の智をより多く蓄積することへの重

要性について述べた。

　パネルディスカッションでは「先端総研の活動の

意義を改めるーコロナ禍による環境変化」について

あらゆる分野の視点で興味深い議論が展開され、

ポスターセッションでは全236件の演題をもとに約

430人の参加者による活発な意見交換が行われた。

　今後も本学では、分野横断的・学際的な研究・教育

を行うとともに、その知を社会に還元する取り組みを

推し進めていく。

第5回帝京大学研究交流シンポジウムを開催しました。

News

vol.125
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　寒い季節に振り返る夏の思い出

ほど、キラキラ輝くものはないように

思います。今回の特集では「S k y 

P ro j e c t」と「帝京フォーミュラプ

ロジェクト」という宇都宮キャンパス

の2つのクラブが、それぞれ大きな

大会に参加する様子をお届けしまし

た。取材中、学生たちの姿は本当

に輝いて見えました。何かに熱中で

きることはこんなに素晴らしいことな

んだとあらためて感じ、「どうにか誌

面にこの輝きと熱意が残りますよう

に！」と思いながら、いつもより写真

を多用したり、少しマニアックな用語

をそのまま残したり、工夫しながら制

作しました。少しでもみなさまに伝

わっていたらうれしいです。

　八王子キャンパスでは「私たちの

キャンパスライフを撮影しよう。」と

いう試みがありましたが、自分のやり

たいことが実は日々の中に潜んでい

ることもあります。カメラを通すな

ど、新鮮な目で見つめると何か見つ

かるかもしれませんよ。

帝京大学の公式Instagramでは、

本学からのお知らせやお役立ち情報

をはじめ、多岐にわたって活躍する

在学生たちの姿をお届けしています。

Official Instagram

News

本学では、教育理念である“自分流”を活かして社

会に貢献するために「教育」「研究」「医療」など、さ

まざまな取り組みを行っております。つきましては、

皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

帝京大学へのご支援を
お考えの皆さまへ

「テフロン™の
ケミカルリサイクル」に成功。

　帝京大学理工学部バイオサイエンス学科の柳

原尚久教授が「テフロン™を効率良く鉱物化す

ること」に成功した。

　本研究成果により、フッ素系ポリマーから蛍石

の主成分であるCaF2を回収することが可能とな

り、ケミカルリサイクルとして循環型社会の構築

に向けた技術利用が期待される。

News

帝京大学みらい創造募金
「学生支援」「キャンパス環境整
備」「研究支援」などの目的別に
ご支援いただけます。

帝京大学リサイクル募金
読み終えた本・DVDなどでご支
援いただけます。
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